
Vol.74号
ごう

目
も く

　次
じ

 き         かん

特
とく

集
しゅう

にあたって	 在
あり

原
はら

　理
り

恵
え

…………… 1

特
と く

集
しゅう

新
あたら

しい運
う ん

営
え い

委
い

員
い ん

のみなさんのグループホーム　大
た い

切
せ つ

にされていること

日
に

本
ほん

のグループホームは障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

が生
い

かされるか
――本

ほん

人
にん

の声
こえ

が政
せい

策
さく

決
けっ

定
てい

過
か

程
てい

に十
じゅう

分
ぶん

に反
はん

映
えい

され、各
かく

地
ち

の歴
れき

史
し

的
てき

・社
しゃ

会
かい

的
てき

状
じょう

況
きょう

に即
そく

して
　　グループホームのあり方

かた

について議
ぎ

論
ろん

をすること	 鈴
すず

木
き

　良
りょう

…………… 2

社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

審
しん

議
ぎ

会
かい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

部
ぶ

会
かい

へのグループホーム学
がっ

会
かい

の意
い

見
けん

――どんな重
おも

い障
しょう

害
がい

があっても自
じ

分
ぶん

の好
す

きな地
ち

域
いき

で自
じ

分
ぶん

らしい暮
く

らしをどのように構
こう

築
ちく

するか
	 障

しょう

害
がい

のある人
ひと

と援
えん

助
じょ

者
しゃ

でつくる日
に

本
ほん

グループホーム学
がっ

会
かい

…………… 6

障
しょう

がいが重
おも

くても高
こう

齢
れい

になっても
――利

り

用
よう

者
しゃ

がそれぞれ役
やく

割
わり

をもって過
す

ごす	 粟
あわ

野
の

明
あき

子
こ

…………… 8

健
けん

康
こう

的
てき

に暮
く

らすために何
なに

が必
ひつ

要
よう

なのか
――ただ制

せい

限
げん

するのではなく、代
だい

替
たい

案
あん

を提
てい

示
じ

する	 安
あん

家
け

わかこ………… 10

グループホームは一
ひと

人
り

ひとりの生
せい

活
かつ

を営
いとな

む場
ば

――かわらないもの、それは“入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

中
ちゅう

心
しん

”	 飯
いい

田
だ

克
かつ

也
や

………… 12

どんなに障
しょう

害
がい

が重
おも

くても、地
ち

域
いき

で自
じ

分
ぶん

らしく当
あ

たり前
まえ

に生
い

きていく
――当

とう

事
じ

者
しゃ

には当
とう

事
じ

者
しゃ

の思
おも

いがある	 福
ふく

岡
おか

　挙
あぐる

………… 14

第
だい

三
さん

者
しゃ

評
ひょう

価
か

の受
じゅ

審
しん

を生
い

かして組
そ

織
しき

体
たい

制
せい

の改
かい

善
ぜん

や強
きょう

化
か

を
――「あせらず、がんばらず、むりをせず」	 山

やま

口
ぐち

明
あけ

美
み

………… 16

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と援
えん

助
じょ

者
しゃ

でつくる
日
に

本
ほん

グループホーム学
がっ

会
かい

 総
そう

会
かい

 議
ぎ

案
あん

書
しょ

	 	 　　　　　　　　　…………… 18

マンガ　せわにんじゃ～！（連
れん

載
さい

16）  福
ふく

地
ち

　充
みつ

洋
ひろ

………………29

グループホームと権
けん

利
り

◎学
がっ

会
かい

からのお知
し

らせ／編
へん

集
しゅう

後
こう

記
き

	 表
ひょう

3


